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食べた栄養素（糖質）は腸でブドウ糖にま
で消化されたのち血液中に吸収されます。
血液中のブドウ糖は、全身の筋肉細胞や脳
細胞でエネルギー源として取込まれて燃焼
します。また余ったものは肝臓に蓄えられ
必要に応じて再び血液中に放出されます。
筋肉細胞へ取り込みにはインスリンという
すい臓から分泌されるホルモンが不可欠で
す。健康な状態では、血糖が上がり始める
とすい臓はそれをキャッチしすぐさまイン
スリンを分泌することにより血糖値はいつ
も100mg/dlと安定しています。糖尿病で
は、すい臓からのインスリンの分泌が低下
や筋肉、肝臓でのインスリン効果が減弱し
糖の取込が低下することにより血糖値が上
昇します。

１）αグルコシダーゼ阻害剤　腸内
で糖質を分解する酵素の働きを抑え
ることにより糖の吸収を遅らせ、食
後の高血糖を改善する薬です。
２）ビグアナイド剤　肝臓は血液中
から運ばれてきたブドウ糖を蓄えた
り、放出したりして血糖値を調節し
ます。この薬はブドウ糖の肝臓から
の放出を抑え、筋肉への取込を増加
させます。
３）SU剤　すい臓から血糖値に従い
インスリンが分泌され、ブドウ糖が
体内（筋肉など）で利用されるのを
助けます。この薬はすい臓からのイ
ンスリン分泌を刺激します。新しい
もの＊では（４）の効果を合わせ持
つものもあります
４）速効型インスリン分泌促進剤作
用はSU剤と同様ですが、素早く効果
が発揮され、速やかに消失しますの
で食後の高血糖を改善できます。
５）インスリン感受性改善剤　ブド
ウ糖は血流にのり全身に送られ筋肉
などに取り込まれエネルギーとして
利用されます。この薬は筋肉細胞な
どでインスリンの効果を高め、効率
良くブドウ糖が細胞内に取り込まれ
るようにします。
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食前
□アマリール* □オイグルコン
□グリミクロン

3）SU剤

食直前
□ファスティック
□グルファスト

４）速効型インスリン分泌促進
薬

食後□アクトス５）インスリン感受性改善薬

食前食後□メルビン □ジベトスＢ２）ビグナイド剤

食直前□ベイスン□グルコバイ□セイブル１）αグルコシダーゼ阻害剤
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